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説明の要点

・緑の基本計画（第２次）における具体施策は、これに紐づく各種事業の進捗

報告を含め、ＰＤＣＡのサイクルで引き続き進行管理を行います

・重点的に取組む施策は、個別にテーマとして取り上げ報告します

・第２次計画から定量的に設定した成果指標は、計画期間10年間のうち、5年

と10年の節目に達成状況を調査し、必要に応じ計画や指標の見直しを行います

・具体施策に紐づく個別事業について、委員皆さまと意見交換を行うとともに、

市において改善策の検討を行い、施策に反映するサイクルをつくっていきます

・「どこの身近な緑を保全していくか」、「どの視点からの緑を充実させるべ

きか」など、緑視率の現状調査を行います



進行管理の方法
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進行管理のサイクル

・具体施策は、これに紐づく各種事業の進捗報告を含め、ＰＤＣＡのサイク

ルで引き続き進行管理を行います

・本日の審議会では、「実施(ＤＯ)」について、具体施策に紐づく各種事業

と内容をご報告します

計画（ＰＬＡＮ）
本計画の策定

改善（ＡＣＴＩＯＮ）
本計画の見直し

実施（ＤＯ）
施策の計画的な実施

点検・評価（ＣＨＥＣＫ）
目標の達成状況の確認
施策の進捗状況の確認

具体施策に紐づく
各種事業

（別紙参考資料一覧）
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重点的に取組む施策等の報告

・ボールパークの緑や、ＪＲ北広島駅西口の緑など、重点的に取組む施策や

緑景観に関わりのある施策など、緑に関わる事業の情報提供に努めます

・また、森林環境譲与税の活用など、新たに始まった制度については、情報

提供に努めます
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緑の目標量や成果指標の達成状況

・緑の目標量や、基本方針に基づく成果指標は、計画期間１０年間のうち、

５年経過後に、達成状況の調査を行います

・達成状況は、アンケートをとるなど定量的な数値に基づく評価を行います

・委員皆さまとの意見交換を行いながら、施策の改善を検討し、必要に応じ

計画の改訂や成果指標の見直しを行います

令和12年度における
緑地確保目標量

都市計画区域面積に対する割合

概ね7,543ha （63.4％）

現況

(令和元年度)

最終年度

(令和12年度)

都市公園 46.0㎡/人 49.0㎡/人

都市公園等 70.0㎡/人 73.0㎡/人

◆緑地の確保目標量

◆都市公園等の施設として整備すべき緑地の目標量
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緑の目標量や成果指標の達成状況

◆基本方針ごとの成果指標

基本方針 項 目 現況値 目標値

１ 環境保全系統

森林面積の割合
36.5％

（令和元年度）
現況値維持

（令和12年度）

農用地区域の割合
14.4％

（令和元年度）
13.2％以上

（令和12年度）

森林環境譲与税の活用
による間伐等の施業面
積

―
※意向調査実施後

に設定

２ レクリエーション
系統

お住まい周辺の公園へ
の満足度の割合

30.9％
（令和元年度）

40.0％以上
（令和12年度）

お住まい周辺の公園を
利用する割合

72.7％
（令和元年度）

80.0％以上
（令和12年度）

自然観察会の参加人数
110人

（令和元年度）
300人以上

（令和12年度）

３ 防災系統

水源涵養保安林の面積
7,709,774㎡
（令和元年度）

現況値維持
（令和12年度）

防風保安林の面積
76,287㎡

（令和元年度）
現況値維持

（令和12年度）

土砂崩壊防備保安林の
面積

58,559㎡
（令和元年度）

現況値維持
（令和12年度）
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緑の目標量や成果指標の達成状況

◆基本方針ごとの成果指標

基本方針 項 目 現況値 目標値

４ 景観構成系統

樹木植栽本数
23,966本

（令和元年度）
24,100本以上
（令和12年度）

市の木や花の植栽数
3,292本

（令和元年度）
3,400本以上
（令和12年度）

旧島松駅逓所の
観覧者数

5,920人
（令和元年度）

現況値以上
（令和12年度）

花いっぱい運動による
自治会等の参加数

147団体
（令和元年度）

200団体以上
（令和12年度）

５ 制度・体制

市全体の緑は豊かだと
思う割合

89.2％
（令和元年度）

現況値維持
（令和12年度）

お住まい周辺の緑は
豊かだと思う割合

76.6％
（令和元年度）

80.0％以上
（令和12年度）

森林ボランティア活動
における参加人数

125人
（令和元年度）

150人以上
（令和12年度）

緑化イベントへの
参加人数

221人
（令和元年度）

250人以上
（令和12年度）
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これからの審議会における点検・評価

・これまでは、具体施策に紐づく個別事業の全体について、成果報告等をお

こなってきました

・第２次計画からは、これまでの評価を継続しながら、重点的に取組む施策

を中心に具体的な点検・評価・改善のサイクルをつくっていきます

＜重点的に取組む施策＞

★公園の適切な管理

★魅力ある公園づくりに向けたＰark-PFI等の検討

★大曲並木地区の緑による復旧

★森林環境譲与税を活用した森林の整備・保全

★旧島松駅逓所周辺環境等の整備

★グリーンインフラを活用した自然環境の保護

★グリーンインフラを活用した防災・減災への検討

★ボールパーク周辺の市有林の保全

★ボールパークアクセス道路周辺の緑の保全

★気軽に参加できる仕組みづくり
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これからの審議会における点検・評価

・重点的に取組む施策などの特定のテーマについて、市の評価と改善策を発

表し、委員皆さまと意見交換を行います

・より具体的な現状と改善策の報告に努め、いただいた参考意見については、

市で検討し、施策への反映に努めます

現状報告

評価・点検

具体的改善策

（案）

施策への反映に努

め、改善策を実行
重点的に取組む施策などの

特定のテーマ
を取り上げる

緑のまちづくり審議会

意見
交換



緑視率の現状調査
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住環境における実感できる緑

・住まい周辺の緑が豊かだと感じる人の割合が76.6％である一方で、緑が減っ

たと感じる人の割合が33％いることが分かっています

・調査結果からは、実感できる緑がある程度確保されているものと思われます

が、今後これらの緑を保全していく必要があります

・市民や事業者をはじめとした、本市に関わる一人ひとりの緑への関心、保全

意識を高めるために、緑視率の調査を実施し、結果を公表していきます

【設問】あなたのお住まいの周辺は緑が豊かだと感じますか。 
 

   【設問】あなたのお住まいの周辺の緑の量は、住み始めた頃と比べてどう変化している 
         と感じますか。 
     

  

 
緑の豊かさ 緑の量の変化 

※令和元年における都市計

画課独自の「北広島市の緑

に関するアンケート調査」

結果による
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緑視率の定義と算出方法

【定義】
直接視覚で認識できる樹木（幹、枝等を含む）や草地、壁面緑化、芝生など

の緑を対象とする。造花や緑色で着色された人工物は対象としない

【算出方法】
緑視率＝（緑の面積）÷（撮影範囲）
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緑視率の目標値

・人が緑を実感できる指標として活用できるものと考えますが、緑の感じ方は

は人の主観によるところが大きいことから、一定の目標値を定めることは馴染

まないものと考えています

・「どこの身近なみどりを保全していくか」や「どの視点からのみどりを充実

させるべきか」など、日常や観光のシーンをイメージしながら、場所を選定し、

継続的に緑の状況を、モニタリングしていきます

・調査結果は、本審議会をはじめとした様々な機会で公表していきながら、緑

に対する関心の向上につなげます

どこの身近な緑を
保全していくか

日常
どの視点からの緑
を充実させる
べきか

観光
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身近な緑のモニタリング

・「身近な緑」の定義は、人により異なりますが、不特定多数の来訪があり、

今後みどりの環境が変わることが見込まれる北広島駅西口の緑を、試験的にモ

ニタリングしていきます

・駅西口の緑について、緑視率を算定しましたので報告します

北広島駅

東光ストア

駅前西口公園

バス停
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身近な緑のモニタリング

◆北広島駅西口 東光ストア側出口からの視点（高さ約150cmから）
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身近な緑のモニタリング

◆緑視率の対象となる緑
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身近な緑のモニタリング

◆結果 32.376 ％
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身近な緑のモニタリング

◆北広島駅西口 バス停側出口からの視点（高さ約150cmから）
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身近な緑のモニタリング

◆緑視率の対象となる緑
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身近な緑のモニタリング

◆結果 13.725 ％
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緑視率の結果の活用

・緑視率の数値を用いることで、客観的に緑の増減が把握できます

・市民の皆さんなどが、緑を残していきたいと感じる場所において、緑視率を

用いたモニタリングを続け、増減を公表していくことを通じて、緑の保全に対

する関心の向上につなげていきます


